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人間は他人の行動に対して無意識的に同調する傾向があることが知られている．同調行動の実験では人工的な周期的動作

を用いること多いが，本講演ではボタン押しのような単純な動作にも無意識的な同調現象（の兆候）がみられることを実

験で示しながら，ミクロレベルでの他者の存在の影響が社会的認知行動機能の感覚運動的起源となる可能性を考察する。 
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問題・目的 
人間は他人の行動に対して無意識的に同調する傾向
があることが，経験的にも実験的にも知られている
(e.g. Chartrand & Bargh, 1999)．行動の観察と実行が同
じメカニズムを利用しているという仮説は，複数の研
究者によって提案されてきた(James, 1890; Jeannerod, 
1994; Prinz, 1997)．目的のある行動の観察と実行の両
方に同じように反応すると言われているミラーニュー
ロンの発見(Di Pellegrino et al., 1992)は，そのような仮
説を支持するものと捉えられている．しかし，その機
能に関しては諸説あるものの，コンセンサスが得られ
ているとは言いがたい(Rizolatti & Craighero, 2004) ． 
他人の行動を見ることが行動の実行に影響を及ぼす
実験例は多くあり，そのほとんどが似た動作の促進・
異なる動作の抑制という結果となっている(e.g. Kihner 
et al., 2003; Brass et al., 2001; Craighero et al., 2002; 
Heyes et al., 2005; Stürmer et al., 2000)．これらの研究は，
「どのような動作をするか」という行動の種類に注目
した研究であり，ミラーニューロンの性質を考えた場
合にもっともな結果であると言えるだろう． 
しかし他人とうまくコミュニケーションしたり，他
人の内的状態を推測したり(Blackmore & Decety, 2001; 
Wolpert et al., 2003)，あるいは他人との共同作業を効
率的に行う(Knoblich & Sebanz, 2006; Sebanz et al., 
2006)ためには，「どの動作をするか」だけでなく
「どのくらいの速度で」あるいは「どのタイミング
で」動作を起こすべきかも重要となってくる． 
都会のような忙しい環境にしばらく住んでいると，
話し方や歩き方までが速くなった気がするというのは，
多くの人が感じていることだろう。本研究では，この
ように他人の動作の速さが「感染」するという現象
（あるいは直感）を実験的に調べることを目的とする
実験を行った。 

 

方法 
CRT画面上に様々な動作のバイオロジカルモーショ
ン( Johansson, 1973; Ikeda et al., 2005)を，普通の速度・
２倍の速度・半分の速度で提示し，その後300msから

2400msの遅延時間を置いた後，十字の注視刺激の４
本の腕の１つの輝度が低下した(Figure 1)．被験者は
どの部分が変化したのかを，ボタン押しによってなる
べく速く正確に答えるように要求された． 
課題の前に提示される刺激は，通常のバイオロジカ
ルモーション刺激(biological motion condition)の他に，
バイオロジカルモーションを構成する点の初期位置を
ランダムに配置し直したもの(scrambled motion 
condition)も用いた(Figure 2)． バイオロジカルモーシ
ョンの種類・提示速度・遅延時間はランダマイズした． 

 

 

Figure 1. Trial sequence. Modified from Watanabe (2007). 

 

Figure 2. Normal biological motion (Left). Scrambled biological 
motion (Right). Modified from Watanabe (2007). 
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結果 
Figure 3に被験者の平均反応時間を示した．通常の
バイオロジカルモーションを観察した後には，直前の
刺激の速度によってボタン押しの反応時間が変化して
いることが分かる．スロープの値を被験者毎に算出し
たところ，スロープは有意に負の値をとっていた(p < 
0.05)．Scrambled motionを観察した後の反応時間には
このような傾向は見られなかった． 
さらに遅延時間を３つに分けてみると，バイオロジ
カルモーションによる反応時間の変化は，遅延時間が
比較的短い場合（１秒以内）に限ることが分かった
(Figure 4)． 
誤反応の数に関しては，どの条件間でも違いは見ら
れなかった． 

 

Figure 3. Results of Experiment. Mean reaction times of all observers 
(n=36) are plotted as a function of the presentation speed (Fast = 50 
Hz, Normal = 25 Hz, Slow = 12.5 Hz). Modified from Watanabe 
(2007).   

 

Figure 4. The reaction time data were divided in three period based 
on the time elapsed from the offset of the motion stimulus to the 
onset of the fixation change. Modified from Watanabe (2007).   

 

考察 
早回しで提示されたバイオロジカルモーションを見
た後は，その刺激と関係のない課題（ボタン押し）の
反応時間は短くなった．また反対にスローモーション
で提示されたバイオロジカルモーションを見た後は，
ボタン押しの反応時間は長くなる傾向が見られた．こ
の効果が刺激が消えてから約１秒程度しか続かないと
いうことは，その機序が自動的（あるいは無意識的）
であることを示唆している． 
いわゆるミラーニューロンは，目的のある（意図を
持った）動作に反応し，異なる種類の動作には反応し

ない(Di Pellegrino et al., 1992; Rizolatti & Craighero, 
2004)．しかし本実験で示されたように，動作速度の
感染は課題に関係がない異なる動作であっても起こる．
本実験で観察された動作速度の感染がミラーニューロ
ンシステムとどのような関係にあるのかを調べること
は今後の課題である． 
また今回の結果は，行動速度の感染が起きる最低条
件や最適な条件を調べているのではない点も注意すべ
きだろう．日常生活で経験される速度の感染には，も
っと様々な要因が絡んでいることは明らかであり
(Bargh et  al., 1996)，本研究をより実社会での感覚に
近づけて行くことも肝要である． 

 

補足 
生活のなかで素朴に感じる疑問・直感・信念などを，
厳密な実験に落とし込み，そのメカニズムを探ること
は，実験心理学者の仕事であるとともに研究者個人と
しての楽しみでもある．本研究では，速度の感染とい
う多くの人が感じていることを題材にして，どのよう
な研究が可能かを示すことを目指した．講演ではこれ
以外の話もするかもしれませんがよろしく． 
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